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松江市の紹介 
 

松江市 

•「全国で最もどこにあるか知られていない県」 

•「全国で４７番目に有名な県」 

 島根県の県庁所在地 

「マイナー度はメジャー級！！」 

•１６０７年に城と城下町の建設が始まる。 

•１６１１年に「城下町松江」が完成 
（今年は開府５００年に向けた 

  新たなスタート・挑戦の年） 

どのようなビジョンを描くのか 



松江市の紹介（歴史はあるが未来がない） 

最後の歴史ネタ：神話博 

これで歴史もなくなってしまった。 



 

松江市の紹介（しじみ漁獲量日本一から沈没） 

残された最後の切り札：世界一の高齢社会を乗り切る知恵の創出 



発表の構成 

１．松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯 

 

２．ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 

 

３．職場交通プラン「まつエコ宣言」の効果 

 

４．継続的な取り組みの効果 

 



１．松江市の職場ＭＭの 
取り組みの経緯 

 



松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯（問題の所在） 7 

■事業者別バス利用者の推移 

出典：一畑バス、市営バス（交通局）、松江市
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・松江市は人口２０万人（合併前は１５万人弱） 

・日本海側特有の曇天・雨、冬期の積雪、風が強く寒い（自然条件） 

・工場、住宅団地、公共施設（学校等）の郊外移転によりマイカー 

 依存度が極めて高い（まちづくりの構造的問題） 

・マイカー依存度（意識）の世代間移転→いかに歯止めをかけるか 
■通勤目的（平日）における分担率の都市間比較 

出典：Ｈ１７全国都市交通特性調査 
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松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯（行政のビジョン） 8 



松江市の職場ＭＭの取り組みの経緯 9 

ＭＭを通じた住民の意識改革と行動変容に向けた継続的な取り組み 

第１歩：事業所の方々と連携したクルマを控える取り組みの経緯 
  ※ＭＭ：モビリティマネジメント、クルマを控える取り組みを指します 

平成１８年度：行政職員を対象としたＭＭの実施 

         一畑電車利用促進ＭＭの実施  

平成１９年度：事業所を対象とした「まつエコ宣言」の展開 

    ・組織的プログラム、個別の働きかけによる 

     自発的な職場交通プラン策定をお願い 
 

平成２０年度：職場交通プラン策定事業所の拡大 

平成２１年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（第１回） 

   ・１０月下旬の５日間実施 
 

平成２２年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（２回目） 

   ・高校生ＭＭ（片道定期券よりも通学補助へ）、バス１００円、特急・快  

    速電車の臨時停車等の施策を実施 

  平成２３年度：一斉ノーマイカーウィーク実施（３回目） 

   ・民間の商業者とのタイアップ 

   ・継続・定着効果の確認 



２．ノーマイカーウィーク 

の継続実施と拡がり 
 

 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 

目的 

 ・クルマを控える移動のきっかけづくり 

   ・個人に実際に体感してもらう 

   ・その後の継続につなげる 

 ・効果の計測とフィードバック 

   ・「まつエコ宣言」事業所の活性化 

  

 

呼びかけの実施 

 ・市内の360事業所への働きかけ 

 ・商工会議所のネットワークも活用 

 ・バス利用促進地区（約1,500戸）への 

  働きかけ 

 ・小学校、幼稚園へのＰＲ 

 ・大規模商業施設での事前ＰＲ活動 

→クルマ依存の世代間移転を断ち切る種ま  

 き事業 

 

11 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 12 

■松江市一斉ノーマイカーウィーク実施状況 

平成21年 平成22年 平成23年 

期 間 10/19～23（月～金） 10/18～24（月～日） 10/17～21（月～金） 

日 数 平日5日間 1週間 平日5日間 

転換促進策 ・P&R駐車場 
・電動ｱｼｽﾄ付 
 自転車ﾓﾆﾀｰ 
・ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ 
・バス停での本貸出 

・P&R駐車場 
・電動ｱｼｽﾄ付 
 自転車ﾓﾆﾀｰ 
・ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ 
・ｻｲｸﾙ&Rﾓﾆﾀｰ 
・全路線バス100円 
・JR臨時ﾀﾞｲﾔ 
・特急料金無料（一部） 

・P&R駐車場 
・電動ｱｼｽﾄ付 
 自転車ﾓﾆﾀｰ 
・参加者への 
     特典提供 
・大規模商業施設に 
     よる啓発活動 

参加事業所数 約100事業所 約100事業所 約100事業所 

参加率※ 約16.2％ 約22.5％ 約20.2％ 

延べ参加 
人数(平日) 

約3,200人 約3,200人 約2,600人 

※参加率＝ノーマイカー参加者数／マイカー通勤者数 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 13 

■連携体制 

主催は、 

行政（国・県・市）＋ 

「松江市公共交通利用 

促進市民会議」 

平成２３年度から、さらに 

＋「松江商工会議所」 

＋「（社）島根県旅客 

自動車協会」 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 14 

    

 

 

  

・地元商店と連携し、参加特典を提供（Win-Win関係） 

・１２事業所が協賛（全事業所が今後も協力可能） 

利用者 
（従業員） 

・特典を利用することで、割引・優待を 
 受けることができる 

提供者 
（協賛店） 

・協賛店として、利用者への宣伝・PRとなる 
・特典をきっかけとした集客により、 
 売上増へ繋がる 

主催者 
（行政） 

・ノーマイカーの取り組みが促進、 
 継続され渋滞緩和等へ寄与 

参加特典提供のコンセプト（Win-Win関係） 

■参加特典の提供 関係者間に 

利益が広がる 

仕組み作り 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 15 

■参加事業所従業員の評価  

※事後の従業員アンケート結果より（回答者：１４８人） 

■ノーマイカーの動機づけとなりますか？ 

きっかけ
となる
68%

あまり
きっかけ
とは

ならない
25%

とても
きっかけ
となる

5%

全く
きっかけ
とは

ならない
2%

n=142人

とても思う
16%

思う
67%

あまり
思わない

17%

n=143人

■継続して欲しいですか？ 

・７３％が動機づけとなると回答 

・８３％が今後も継続を希望 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 16 

    

 

 

  

■都心部の大型商業施設との連携（約４５０人が来場） 



ノーマイカーウィークの継続実施と拡がり 17 

    

 

 

  

■来場者アンケート結果  

■ノーマイカーウィークを知っていますか？ ■応援特典のバス利用の動機づけ 

無回答. 2%

知らなかっ
た. 22%

知っていた.
76%

N=85

 

あまりなら
ない
4%

どちらともい
えない

9%

少しなる
59%

とてもなる
24%

無回答
4%

N=85

・ノーマイカーウィークの認知度は７６％と高い。 

・バス利用者への応援特典の配布で８３％がバス利用の動機づけと 

 なると回答 

商業施設側の意識変化、「いっぱいにすべきは駐車場ではなく店内！」 



３．職場交通プラン 
「まつエコ宣言」の効果 

 



松江市は大規模な事業所が少な
く、中小規模の事業所が多いこと
から、個別の事業所にアプローチ 

（迅速な意思決定が可能） 

職場交通プラン 

「まつエコ宣言」 

職場交通プラン「まつエコ宣言」の効果 19 

●「ビジョン」、「体制」、「戦術」の 

 明確化（負担感の払拭） 

●「何を」、「どんなレベルで」 

 書けばよいか記入例を通じ 

 情報提供（安心感と共感） 

●初回訪問時に 

 記入例と様式を手渡し 

●まずは、 

 「できることから、 

    できるペースで、 

      できる人から」 

 



職場交通プラン「まつエコ宣言」の効果 20 

■職場ＭＭの実施手順 

a)事業所への個別訪問の実施
b)行動変容促進のための情報提供

c)職場交通プランの策定
d)策定内容の実施支援

①対象事業所の抽出

②通勤実態及び取り組み意向の把握

③事業所への個別行動変容アプローチ

④取り組み結果の評価

①対象事業所への参加呼びかけ

②参加意向把握

③事後調査協力依頼

④ノーマイカーウィーク実施

⑤実施結果把握及びフィードバック

⑥「まつエコ宣言」策定呼びかけ

▼基本実施手順 ▼ノーマイカーウィーク実施以降の手順 

企業自らブラッシュアップ 



職場交通プラン「まつエコ宣言」の効果 21 

■まつエコ宣言策定有無別取り組み状況 

・ノーマイカーウィーク 

 参加割合が高い 
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参加率 = ノーマイカー参加者数/マイカー通勤者数・マイカー通勤率が低い 

・ノーマイカー実施率も
高い 

【参加事業所を対象】 

▼ノーマイカーウィーク参加状況 

▼ノーマイカーウィーク取り組み状況 



４．継続的な 
取り組みの効果 

 



継続的な取り組みの効果 23 

■平成23年ノーマイカーウィークの効果 
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・主要渋滞交差点において渋滞緩和（事前・事中比較） 



継続的な取り組みの効果 24 

■ノーマイカーウィーク継続実施の効果（行動変容） 

・ノーマイカーウィークをきっかけとして取り組みの定着化促進 



継続的な取り組みの効果 25 

■ノーマイカーウィーク継続実施の効果（交通量） 

・通常（ふだんの交通状況）の朝ピーク時交通量を比較 

・交通量が１０～２３％減少 



継続的な取り組みの効果 26 
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■「まつエコ宣言」策定事業所数（現在） 

・「まつエコ宣言」策定事業所は９０事業所まで順調に増加 

・うち、９事業所はプランの見直しを実施 
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継続的な取り組みの効果 ２７ 

今後も継続的に展開し、 

渋滞緩和、環境の改善、公共交通の利用者が進み、 

「住んで誇れる」松江を市民と一緒に実現を目指す！ 

 

 

  

→職場ＭＭ開始    

？  



まとめ 28 

ノーマイカーウィークに３年連続 

参加した事業所など２７事業所を 

表彰！ 



まとめと今後の展望 29 

「縁結び」、「だんだん」の松江市で職場と地元商店等と連携し、 

ＭＭを推進した結果、 

 「はじめよう通勤でまつエコ」や「ノーマイカーウイーク」でつながった3年

連続100事業所、昨年は延べ約2,600人が参加 

 参加後のフィードバック、職場交通プラン策定後のフォローの継続によ

り、「マイカー依存意識の転換」のきっかけに（継続こそ力） 

 松江市公共交通利用促進市民会議と行政機関、地元商店、参加事業

所の絆を大切にした地域活性化に挑む連携体制構築（協力者の発掘） 

 民間企業の動きに呼応する商業者（特典付与）、交通事業者（通学補助、

高齢者半額割引）→つながりの連鎖が芽生えつつある 

 マイカー依存意識の世代間移転を断ち切る可能性→子どもへのアプ

ローチの必要性 

 ＭＭを通じた社会関係資本（ソーシャルキャピタル）の再構築 

 

大人 

地域 

社会 

次世代 

交通まちづくり 

の世代間移転 ・ＭＭを通じて誰もが安心して暮らせる成熟社会 

 の実現に向けた挑戦→次の１００年のまちづくり 

Ｄ論池田編.pptx
Ｄ論池田編.pptx


ご清聴 

ありがとうございました 


